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1.地域包括ケアを念頭においた第 5期介護保険事業 (支援)計画について (参考資料 )

者資料 1

<参考 :各サ…ビスニーズ試算例>

○ 介護サービス (軽度認定者 )

●介護サービスのニーズ推計では、前提として認定者数の推計が必要となるが、ニーズ調査
の結果から、現状で生活機能が高いと考えられる認定者や機能が低下している一般高齢者・
二次予防対象者がわかるため、こうした高齢者の状態を確認し、今後の認定者数推計に反映で
きる。
●また、ニーズ調査の対象となる認定者は、在宅の認定者が主となるが、在宅の認定者の中
には介護の必要性が高い認定者がおり、特に一人暮らしや介護者が高齢の場合には、施設
入所が適当と考えられる高齢者もいる (施設・居住系サービス利用待機者と想定)。 そこ
で、こうした高齢者の生活状況を確認し、今後の施設入所者数等の推計に反映することが
できる。
●在宅の介護保険サービスのニーズについては、認定者の介護が必要になつた原因 (調査結
果)か ら原因 (タ イプ)別の認定者数の推計値が算出可能で、これにそれぞれのタイプ別の
各サービス利用率を乗じることによって、この調査結果からの各サービスニーズの一応の
推計値が算出可能となる。これと実際の事業実績によるサービス利用状況を比較し、計画期
間中の各サービスの必要量・供給量を決定する際の参考にすることができる。
●認知症対応型サービスについては、要介護の原因として「認知症」と回答した場合だけで
なく認知機能の障害程度区分の結果なども参考にすることができる。

①認定者数
OADLの高い認定者 (ADL得点100点 )

齢 ■漱1調齢森
…要支援 16_4% 131人

要介護 1・ 2 820/o 131人
※ニーズ調査結果は全国 (以下同じ。

OADLが低い一般高齢者・二次予防対象者 (ADL得点60点以下)
齢 |―″軸 果 議歳紺塾

一般・二次予防 11% 169人

<ワークシート>

(第 1号被保険者数 ) 人

臨
要介讃構義め夢諏舗 ,|1111■

臨:要支援 :要蕪欝崚 要介護31■
=:
1下訂
=16,000 800 1,600 1,600 4,000 20,000

・認定者利用サービス分類別内訳

1話 翼支援 要1介1護|●2 要介護3-5 :11綺蒙■

施設・居住系 150 750 900

居宅・未利用者 800 1,450 850 3,100
2 の保険者を想
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○ 介護予防事業 (地域支援事業 )

●介護予防事業 (地域支援事業)については、今回の調査によつて二次予防事業対象者選定のた
めの評価項目ごとに二次予防対象者の割合が算出可能で、これに認定を受けていない高齢者数

を乗じることによつて、事業の対象者数が算出できる。

●各教室などへの参加率をこれまでの実績等を勘案して設定し、それぞれの対象者数にこの参加

率を乗じることにより計画期間中のサービス見込み量とすることができる。

単位 :%

虚蒻やが難艶 運動部 機能向4 i携壽義薫:蓋 FInl概饉●羹LL :対象量全体Ⅲ
113 242 1.3 216 37.0

①二次予防事業対象者出現率(ニーズ調査結果)

②二次予防事業対象者数推計 単位 :人

しい。

③各プログラムニーズ推計

参加希望率 20.0%(想 定)

○ 生活支援サービス

(1)権利擁護 (見守り)

●今回の調査結果から、高齢者の世帯構成割合がわかつているため (実績数値がある場合は実績

を使用)、 これに全体の高齢者数を乗じることによつて世帯類型別の高齢者数の推計値が算出

可能で、この推計値にそれぞれの世帯類型別の認知症リスク者の割合 (二一ズ調査結果)を乗
じることにより、権利擁護や見守りの対象者数が算出可能となる。

●これまでの事業実績などにより、それぞれの世帯類型別の利用率などを設定し、それぞれの事

業やサービス計画等に反映することが可能となる。

①世帯構成(二一ズ調査結果) 単位 :%

1率導ら1, 暉 1議■■馨 | |:“曇毒軽11籍
=轟
量10町 :

14.0 261 73 526

②世帯類型別高齢者数推計 単 位 :人

■1人1暮らし 醸尋准|■本事|をヽ警1椰 :書:オ響饉,
「
を鋼饂 :

2,798 5,225 1,461 10,516

③認知症リスク者割合(二一ズ調査結果) %

―A4群 姜華準
^蕎

姜| 墨1鏡撻
30 3.3 5.8 7.8

※記知症リスク者は、ニーズ調査結果で3レベル

④権利擁護(見守り)の対象となりうる高齢者数 単位 :人

があると評価された高齢者で算出。

運動器|の機1能直:| 栄養政|ぎ 苗麓1縫韮あ臓■ 虚薫(2颯11零
3,876 216 3,462 1,813

※この推計は、保 全 体 で試 算 しているが 、実 際 に は 圏 域 単 位 で行 うこと

人

運勲器の1機能自1上 1栄1養蒔 | 藝 機1褻崚 1誨緯
775 43 692 363

軒

`轟

珠 諄 | 11捕勢饉軒 将手鼈議1111ヽ

83 173 85 820 1,161
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(2)配食サービス

●今回の調査結果から、高齢者の世帯類型別に「自分で食事の用意」ができない高齢者の割合が

把握可能なため、世帯類型別の高齢者数にその割合を乗じることにより、配食サービスの対象
となる高齢者数が算出できる。

●これまでのサービスの利用実績などにより、それぞれの世帯類型別に配食サービスの利用率を
設定し、計画期間中の配食サービスの見込み量に反映させることが可能となる。

①食事の用意ができない者の割合(二―ズ調査結果)
■1人暮らし 嘩 |■|や事|| 1配偶者‐以外|こ

=1人
暮らし

65 12_0 つ
０

ス対象者の所得要件などがある場合は、生

③配食サービス利用者数推計

①日用品の買物ができない者の割合(ニーズ調査結果)
■人1暮|らし 配傷者と

=人
暮らし配爆者以外と

=ス
轟 t

918 69 147

単位 :%

卜でその条件を加えてその割合を求める。

単位 :%

②家事援助サービスの対象となりうる高齢者 単位 1人

③家事援助サービス利用者数推計

②配食サービスの対象となりうる高齢者数    単位:人
■人暮らし 配偶者と,二人暮らし 1配偶電以外と二1人暮ら1 一計

183 626 201 1,010

:人

苺 |1目| ■人暮らし 配偶1者と■人暮らし 配楓1彗以外を■人■ iDi 計

希望率 (想定) 500/0 10% 100/c

利用者数 92 63 20

(3)家事援助サービス

●今回の調査結果から、高齢者の世帯類型別に「日用品の買物」ができない高齢者の割合が把握
可能なため、世帯類型別の高齢者数にそれぞれの割合を乗じることにより、買物代行などの家
事援助サービスの対象となる高齢者数が算出可能となる。
●これまでのサービスの利用実績などにより、それぞれの世帯類型別にサービス利用率を設定し

計画期間中の家事援助サービスの見込み量に反映させることができる。

■1人1暮|らし 1配偶者|と

'1人

暮らし露場者,飛二人事らヽ 計

う
乙 361 214 850

単

1項|1目 ■|^事|||■ 露儀者1凛人暮らt 配偶義以外と二1人暮らヽ 計

希望率 (想定) 500/0 10% 10%
利用者数 138 36 21 195
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(4)緊急通報サービス

●今回の調査結果から、高齢者の世帯類型別に緊急通報サー ビスの二―ズを推計すると、ひとり
暮 らしの高齢者は特にサー ビス提供の必要性が高いため全員を対象者とし、一方二人暮らし世
帯の高齢者は、日常生活の大部分に介助が必要な高齢者 (ADL得 点で40点 以下)をサービス
対象と想定できる。

●それぞれにサービス利用希望率を設定 し、緊急通報サービスの見込み量に反映させることがで

きる。

①緊急通報サービスが必要な者の割合 (ニーズ調査結果)

■ 1人暮らL 配儀者|と
=人
暮|ここ轟 1雌繁 疵

1000 13 20
人 暮 らし以 外 につ いて は ADL得 点 で40点 以 下 の 者 の

単位 :%

②緊急通報サービスの対象となりうる高齢者

③緊急通報サービス利用者数推計

①大部分介助(ADL40点 以下)の割合 (二―ズ調査結果)

=次
予1防| 要1支援 1事彰キ護

08 14 24_3

単位 :人

単位 :%

位 :%

電車、路線バス、タクシーのいずれもあげなかつた者の割合

単位 :人

②うち公共交通機関などで外出しない割合 (二一ズ調査結果)

=次
予防 要支1援 | 1要1介譲

838 586 88_7

③移送サービス対象者数

④移送サービス利用者数推計

―A暮らし 酋己偶1書と■人暮ら1 離捜著,,い二
=,|:豪

颯[ 計
一

2.798 70 30 2,898

項 |1目 ■1人1暮|らし 配偶者と■人暮らし 灘置煮以外と■人署らヽ 言十1:

希望率 (想定 ) 10% 50/o 20/o

利用者数 280 4 1 285

(5)移送サービス

●移送サー ビスについては、日常生活で大部分介助が必要な高齢者で、

利用が困難な高齢者がサー ビス利用の対象者 として想定できる。

●具体的には、認定状況別に ADL得 点が40点以下の者の割合を求め、
通機関を利用 していない者の割合を求め、サー ビスの対象者 とする。

●それぞれの対象者数に、過去の実績等から想定されるァ定の利用希望率を設定し、サービス利
用者数に反映させることが可能となる。

自力では公共交通機関の

さらにその うちで公共交

欺 予IS方| 要支1機 1要介護1: 一静

41 7 495 543

人

1項■日 |ま1次1予1購F 要菫1鱗,

'妻

:欄 ||:11:三

希望率 (想定 ) 5% 10% 200/o

利用者数 2 l 99 102
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(6)紙おむつ支給サービス

小便の失敗がよくあ

●今回の調査結果から、高齢者の認定状況別に紙おむつ支給サービスの二一ズを推計すると、小
便の失敗がよくある者をサービス対象者と想定し、二一ズ調査結果からそれぞれの認定状況別
に該当する者の割合を求め、サービス対象者数を算出できる。
●それぞれに過去の実績等から想定されるサービス利用希望率を設定し、全体のサービス利用者
数の一応の推計が可能となる。

=1次
1予1防 要1支援| 1要介1護

24 公
υ 240

②紙おむつ支給サービス対象者数

③紙おむつ支給サービス利用者数推計

①借家率(二―ズ調査結果) 単 位

※借家には借間を含む。

②高齢者賃貸住宅が必要な高齢者数堂侍:人
|■人暮らし■[餞攘1者と

=1結
轟 計

469 1        29611        765

単位 :%

単位

単

|=次予防| 難 援 要1介1護 ■計

143 53 551 747

人

:噴■懐
=次
予防 要支援 棗か護 議

希望率 (想定 ) 10% 200/0 300/0

利用者数 14 165 190

○ 高齢者専用賃貸住宅

●今回の調査結果から、高齢者の世帯類型別の借家率がわかっているため、世帯類型別の高齢者
数にそれぞれの借家率を乗じることにより、賃貸住宅が必要な高齢者数が算出できる。
●周辺地域を含むこれまでの供給・入居実績などにより、それぞれの世帯類型別に高齢者専用賃
貸住宅の利用率を設定し、計画期間中の高齢者専用賃貸住宅の必要・供給量に反映させること
が可能。

■1人1暮|らし ‐配偶1書と■人暮らし 輯
=黙
ヽと|ギ ||

168 5_7 86

③必要高齢者専用賃貸住宅戸数

希望率 (想定 )
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(参考 :認矢□症等に関する地方自治体の取組事例)

O A市 では、高齢者のニーズを的確に把握 し、第 4期介護保険事業計画で地域密着型サービス基盤整備の充実や認知症サ
ポーターの育成等を掲げ、認知症に関する下記のような取り組みを進めてい

地

域

密

着

型

サ
ー

ビ

ス
基

盤

ヘ

認

知

症

対

応

施

策

の
構

築

〇 認知症に対する個別アセスメントの実施
◇ 家族 等 近 親 者 が いるケー ス

◇ 専 門 医 受診 勧 奨 の 支 援

◇ 介 護 認 定 申請 か らケアマネジメントの 導 入

○地域包括支援センターの職 員による
マネジメント
・介護予防アクティビティ事業
・閉じこもり予防事業
・介護予防ヘルバーの導入

物忘れ

外来通院

支援

考資料 2

o三■ズ調 1査て健康寿命■100)
0被保険1者全1員‐|■ ||■■|■

畠鳳1基|:'表募お
=1轟

こ象碁ll_・31轟 |

そのノ その′

日常生活圏域 (地域)の課題の抽出する

介 護 保 険 サ ー ビ

ス担 当者

会 議 支 援

A市地域ケア会議によるモニタリングの継続実施

そのθ

易ィlf 療養型病床

(参考 :在宅医療の推進に関する地方自治体の取組事例 )

急性期 回復期 維持期

O B市 等では、第 4期介護保険事業計画における重点施策として「保健・医療・福祉の連携強化」を位置付け、例えば、脳卒 中
の方への対応として、切れ 目なく医療や介護が受けられるように、地域連携診療計画書の作成と普及に取り組んでいる。

保健施設
急 性 期 病 院

救命救急センター

脳卒 中センター

リハヒ
゛
リテーション

各市医師会、各市包括

各市障害者センター

介護保険事業所

各市行政
市 中病院

― Hl―

― ― ― ― ― … … … … … … … … … … … … … … … … … 」



(参考 :高齢者の1主まいの計画的な整備に関する地方自治体の取組事lpj)

O A市では、高齢者のニーズを的確に把握し、第4期介護保険事業計画で「高齢者の住宅支援」を掲げ、高齢者の住まいの整備
に関する下記のような取り組みを進めている。

《事業内容》

○ 本事業は、お元気な一般高齢者から介護度5迄の方への連続性、一貫性のある地域ケアを菅民協働で
取組み実践し、地域社会への貢献を目指すもの。
○ また、「長寿」ではなく「元気で長生き」の実現のため、高齢者の生活習慣病予防に加えて、自立した生活
を妨げる要因に着目した生活機能低下の予防、または生活機能向上に取り組み、介護予防を推進する。
○ さらに、自助・互助 "共助・公助の役害J分担を明確に1´、高齢者に対する支援を地域で支える地域包括ケ
アを実現するとともに、24時間対応の在宅療養支援診療所と訪問看護事業所を併設することで、高齢者の
緊急時はもとより様々な医療ニーズに対応できる体制を整備する。

①医療連携として、調剤薬局における在宅輸液療法・訪間看護・在宅療養支援診療所等の連携構築を図
り中重度者対応を行う。

②介護療養型医療施設利用者の受け皿を「住宅」として整備する。

③A市の家賃助成制度 (市の単独事業)に基づき、適合高齢者専用賃貸住宅を核としたA市高齢者支援
住宅を整備し、低所得者の住まいの確保を行う。

④住宅室内では解消できない支援を LSA(ライフサポートアドバイザー)及び建物内サポーターが担う。
(買い物・趣味娯楽・お墓参り等外出を伴う付添支援 )

⑤緊急通報システムによる見守り支援をオプションで軽度者に整備する。(市の助成金事業)

(参考 :生活支援サービスに関する地応自治体の取組事 lp」 )

C区では、要介護者・要支援者・要介護認定非該当者に対して、配食サービス・塞事援助サービ丞』」Eリサービス(介護保険外
立
=土
墜立盈受量られる体制が整備されている。

一

暮
昼

食

①学校給食 :区内の小学校で調理した、あたたかい学校給食をボラ
ンティアが届ける(火・木曜日)。

→ 墨蟻蠍貪建 :ヽ食1■1,豊全3,量

Tζここ釜賓鍵:遂理 露
自宅で調理し/_3事を届ける。

③在宅サービスセンター:センターで調理した食事を届ける。
→ や:滝 ,■撻→食ttt,き o今準戦

夕

食
地域の商店から、弁当を届ける(火・木曜日)

→ 苺1ヽ苦策燿11食 itつきへぢ縄

1静1用 |

対象者
要な高齢者    難

実績 422メ、

行政1負担 18,570,757円 (①、②は一般財源、③は介護保険の地域支援事業)

一一
介護予防の視点から、ホームヘルパーを
派遣し、家事援助 (掃除・洗濯・調理・買い
物)を行う。【週1回又は週2回程度】

1利 1用 1対象1者 |

おおむね65歳 以上のひとり暮らし高齢者又

は高齢者のみの世帯で、日常生活を営むの
に支障がある方 (要介護認定非該当者が利
用対象者となり得る)

不1用者負担
週1回程度 :月 1′ 290円
≧ 量橿菫 :月 2,500R

曳壼
‐
124メ、

実施1主体 C区

行政負担 21,284′ 820円 (一般財源 )

3に こにこ訪間 (撃L酸菌飲料の配達)～見守リサービス

内 容
安否確認と孤独感解消のため、毎日手し酸菌飲料を配達
する(日 曜・休日を除く)

利用

対象者

70歳以上の―人暮らしの者で、他に安否確認のサービス

皇理コヤ邊
利用者負担 な し

実 績 2,444^

実施主体 社会福祉協議会

行政負担 2′ 041′ 4フ 2円 (C区 からの補助金 )

内容
GPS端末機を利用して徘徊高齢者の居場所を探し出すシス
テムの費用の一部を助成する。

利用

対象者

区内に在住するおおむね65歳以上の徘徊高齢者と介護する

家族                    [拠
でも可 )

利用者負担 量i性螢 翼ゝ菫菫お壼童晏姦望

実 績 15人 (うち、要介護者 15人 )

行政負担 44′ 100円 (一般財源。初期費用のみ )
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A市では、要介護者・要支援者・介護予防事業対象者に対して、生活援助サービス・予防サービスを一体的に提供するための「予
防ヘルプサービス費助成事業」(介護予防事業対象者分については、地域支援事業の任意事業で実施)を展開している。

■||1型甲青■|■ |

1権菫1急1轟|
生活援助サービス (※ ¬)

又は

予防サービス (※ 2)

の提供

の1割を支払う

|≫|

孝鶏 ■

※ 1

>(2

生活援助サービス:日常生活における掃除、
洗濯、調理、買物その他の家事

予防サービス:運動器機能、口腔機能その
他生活機能の低下の予防支援

※3予防ヘルプサービス費
以下の表の通り算定。ただし、26,100円が上限。1鶉

一↑一↑
一
　

　

ヽ
リ

一
刈費
う
ス
払プサ．ビ韓

ル

の
ヘ防予

ネ
ー
ー

自立支援に向けた
ケアマネジメント

指定基準
に則つて

指定

※ 状態が改善し、非該当になつた場合でも、必要な生活援助サービスが受けられるよ

う、NPOに よる家事援助サービス等 (全額利用者負担 )の普及等を図つている。

一神
一

1機響

日 中 夜間・早朝

生
活
援
助
サ
ー
ビ
ス

30分 ～ 1時間 2,200円 2,760円

1時間～ 1時間30分 3,080F] 1,850n

1時間 30分 ～2時間 3960円 4′ 960円

2時間～ 2時間 30分 4′ 840円 6,050円

2時間 30分 ～ 3時間 5,720n フ′160円

予
防
サ
ー
ビ
ス

～ 30分 2450円 3,060円

30分～ 1時間 4,260n s,330Fi

1時間～ 1時間 30分 6,190H フ′7301J

1時間 30分 ～ 2時間 7p70n 8′ 840円

2時間 ～ 2時間 30分 フ′950円 9,940円

2時間 30分 ～ 3時間 9,360H 11,030Fl

離 策0効果‐1
0

このた|め
=劉
1用者は1安心.して在宅生1活を選ることが可能

=

?規倉鸞 魏fi
き         :二 :1■藝島

=轟
ti占」息 |

(市民後見推進の取組事例①)
市民後見活動を首長申立に限定するケース

D区成年後見支援センター (区社協に委託 )

○ 事業概要

(相談、利用支援等の業務 )

・ 法律相談

弁護士等による成年後見制度に関する相談

窓口の設置 (月 2回 )

・ 成年後見制度利用支援

加齢等により成年後見等の手続きが困難な

方への必要書類の確認等の支援

・ 専門職後見人に関する情報提供

(市民後見に関する人材育成等の業務 )

・ 市民後見に関する人材の育成

個人で成年後見人を受任できる区民後見人を育
成

(参考)研修時間 (50時間 )

・ 後見活動が可能と見込まれる案件について家庭

裁判所に区民後見人候補者を推薦

・ 区民後見人が選任された場合に、後見活動に関

する相談などの支援を行う。

区社協が後見監督人に選任

後見活動は区長申立案件に限定

(参考 )

受任者累計 25人 (平成18年度～21年度 )
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過疎地域の

公民館 1集会所 1等
③都市部の

11lr・言↑
新|た|な1市‐場
■め1創出
‐

都市部のスーバー

都市部の小売商店 等

ノ
．畷

公民館等に

電話・来訪 し、

注文

④発注を受け、
公民館等
^宅
配

√震簡事業者 :こよる公共施設の利用
iこつしヽてのルールづくり
〆公民館の使用制限などを設けた
法令・条例等の運用柔軟化

1/犠端共有体市
`

…

直瞳 豊

【出典】経済産業省産業構造審議会産業競争力部会資料 (抜粋)

√簿続可能な集落内物流の 1■組みづくり

1/達経医蠣蒙こおけ:

パ∠生と等情報収集“速隔支援による見守

る医 8覇間の資儀分饗及び診療苺

劃
■●:||1嬢選

翠》■|■■|■■11‐
‐
ヽ

:夫 轟轟戻覇葛瞑ふ
■|■■■0病院|■饉11防 腑ヽ仄館

r.冨

整炉示ふ遣匹

:は|1魃
」室‐‐‐|‐ |‐■事業者

鰺呻

鱗

饒
凡

/事業継続性を確保するための費用負担等
のビジ率スモデルの策定 l                         F
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考資料 3

(参考)計画策定業務にかかる生活支援ソフ ト (仮称)の活用例 (イ メージ )

1 介護保険サービス
(1)認定者数の推計

介護サービスのニーズ推計では、前提として認定者数の推計が必要となるが、ニーズ調査の結果か

ら、現状で明らかに生活機能が高いと考えられる認定者や逆に機能がかなり低下していると考えられ

る二次予防事業対象者がわかる。

そこで、こうした者を生活支援ソフ トで抽出し、 Hl能な限りその生活実態を把握することで、今後

の認定者数推計に反映することが可能となる。具体的には、自立に近い認定者の数と、逆に要支援・

介護状態に近い一般高齢者 。二次予防事業対象者数を比較 しながら、将来的な認定率を調整すること

で、より実態に近い認定者数推計が可能となると考えられる。

生活支援ソフ トでの該当者の抽出例は、以 ドのとおりc

①生活支援ソフトのメニューで表示1環凛1設定をクリックして選択する。

喘 :曝|=|い 1箇

“
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個人 CD 調査 日 地 区 CD 地区 名 称 生 年 月 日 性 別 年 齢 郵 使 番 号 住 所 1 住所 2 カナ氏 名 漢 字 氏 名
要 介 護 区

分
所 1=区分 時月lKEY 電 話 1
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②必要な基本情報 (地区名称、性別、年齢、住所、漢字氏名、要介護区分など)、 得点・評価 (ADL
得′点、ADL判定不能者)の各項目を選択して、匝コをクリックする。

1業薫 |も |なヽ

'質
量|を|マIIス |で:遺|び|

■ 輌 離

神官前

神宮前

神官 前

神宮 前

IIギ:TITttFI寧蹴聾:
１

１

１

「

「

「

「

「

「

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

３

４

Ｑ
Ｑ

Ｏ
Ｑ
Ｑ
Ｑ
Ｑ
Ｑ
Ｑ
Ｑ

□
Ｑ
Ｑ
Ｑ
□
Ｑ
●
Ｏ

Ｑ
Ｑ

０
０
Ｑ
Ｑ
０
０
０
０

老
モ
老
個
個
団
団

］覗
岬
澤
■
」
」
一」
．」
・・」
一■
」
く
」
．．卜
・卜
」
Ｌ
シ
辟
・」
」
一
一一
■
・■

」か
か
か
か
力、
か
か
日
介
介
介
介
介
介
介
介
介
介
介
介
介
介
介
に
に
に

み
で
で
で
で
で
で
で
み
護
護
護
議
誰
誰
護
護
護
護
護
護
講
誰
誰
＞
，
♭

の
た
た
た
た
た
た
た
の
介
介
介
介
介
介
介
介
介
介
介
介
介
介
介
み
み
み
　
か

な
な
な
な
な
な
な
方
の
＞
，
，
，
＞
シ
＞
０
＞
，
＞
＞
＞
，
の
の
の
　
す

ど
ど
ど
ど
ど
ど
ど
う
力、
み
み
み
み
み
み
み
み
み
み
み
み
み
み
方
方
方
　
ま

い
は
は
は
は
は
は
は
い
た
の
の
の
の
の
の
の
の
の
の
の
の
の
の
る
う
る
　
い

方
方
方
方
方
方
方
て
な
方
市
方
方
方
方
方
方
方
方
方
方
方
方
い
い
い
か
て

る
ろ
う
う
る
う
る
れ
ど
な
な
な
な
な
な
な
な
な
な
な
な
な
な
て
て
て
す
じ

い
い
い
い
い
い
い
さ
て
要
要
要
要
要
要
要
要
要
要
要
要
要
要
け
け
け
で
を

て
て
て
て
て
て
て
居
活
必
必
必
必
必
必
必
必
必
必
必
必
必
必
受
受
受
れ
事

れ
れ
れ
れ
れ
れ
れ
同
生
か
か
か
か
か
か
か
か
か
か
か
が
か
か
さ
を
を
ど
仕

さ
さ
さ
さ
さ
さ
さ
と
の
助
助
助
助
助
助
助
助
助
助
助
助
助
助
助
助
助
の
る

ど
居
居
居
居
居
居
居
ど
段
介
介
介
介
介
介
介
介
介
介
介
介
介
介
介
介
介
次
あ

な
同
同
同
同
同
同
同
な
昔

・
・　

　

　

・
・　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
は
の

は

　

ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ

族ヽ

護ヽ
護
護
誰
護
講
護
誰
護
誰
護
護
識
護
誰
護
誰
類
入

家
た
た
た
た
た
た
た
家
は
介
介
介
介
介
介
介
介
介
介
介
介
介
介
介
介
介
種
収

、
ま
ま
ま
ま
ま
ま
ま
く
た
て
く
く
く
く
て
て
く
く
く
‘
‘
く
て
て
て
て
の

ヽ

よ
予
予
予
予
予
り
機
指
指
指
指

ハ
次
政
漱
漱
次
倒
知
研
研
研
研

一
二
二
二
二
二
転
認
老
モ
老
七

指
指
指
基
老
基
老

研
研
人
人
体
体

『̈螂」燕一札順Ш螂『『

師
防
防
防
防
防
ス
能
標
標
標
標

者不
者

者
者
定
能
者

能
能
判
不
能

イ、
不
防
定
不
　
　
　
一二
疋

足
定
予
ｌｌｌ
定
　
　
　
判
判

疋
判
判
り
防
判
　
　
　
性
割

春
能
も
予
防
　
　
｛工
動
役

者
者

不
不
定
定
者

判
判
能

性
割
不

動
設
定

能
的
判峰̈錆徽麟領掛

標
標
本
研
本
研

③データが表示されたら、生活支援ソフト (エクセル)の フィルター機能で、要介護区分は「(空 白以
外のセル)J(認定者)を、ADL得′員は「100」 を指定する。圏域ごとに抽出するには地区名称を指
定する。
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④ADL得 ′点が 100′点の認定者が表示されるので、メニューのISI■101鎌1園をクリックすると、一
覧表の左端のSEQ欄 の数字が連番にカウントし直され、該当者数がわかる。

揮 舞‐ 1ツ ..
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【↑上図参照)をクリックして選択すると、以下のようなメッセージが出るの

リック。
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⑥個人台帳が表示されるので (プ リントアウトも可能)、 担当する地域包括支援センターで内容などを

閲覧し、その他の情報と照合するなどにより、今回の調査結果の妥当性などを判断する。

警1軍 |● 1■|,11 ■や|ジ‐彎 ‐9

=‐静●
n         ■■:=¬

'■
,

⑦同様に③の生活支援ソフ トのフィルターのオプションで、

またADL得 点判定不能は「O」 (有効回答のあった者 )、
DI´得点の比較的低い 一般高齢者 (二次予防事業対象者 )

査結果の妥当性などを判断する。

:●1ltil=it111■ 1

要介護区分は 「(空 白)J(未認定者)を、

ADL得 点は 「60」 以下を指定すると、A
がわかるので、⑥と同様に個々に今回の調

,=写 |■ |■ 11,P, 1010開 |●0

2年度版 ―

11■ 11● :11■IX
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(2)介護の必要性の高い在宅の高齢者の生活実態の把握

日常生活で大部分介助が必要と考えられる高齢者で、一人暮ら.し または介護者が高齢 (例えば 75

歳以上)の高齢者について、生活支援ソフ トを活用した該当者の抽出例は、以下のとおり。

①生活支援ソフトのメニューで表示1項■設 1定 をクリックし、必要な基本情報 (地区、性別、年齢、住所、

漢宇氏名、要介護区分など)、 回答 (問 1-Ql、 Q2-3)、 得点・評価 (ADL得点、ADL判 定不
能者)の各項目をクリックして選択する。
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②データが表示されたら、同様にフィルター機能で、要介護区分は「空白以外J(認定者)を

家族構成は「一人暮らし」を、ADL判定不能者は「OJ(有効回答のあつた者)を、またADL得
点はオートフィルターで「40」 以下を指定する。

1響1璽楠|■:"?掌

|を 91

2年度版 ―
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④ADL得 ′点が 40,点以下の認定者が表示 されるので、メニューのISII10様日 をクリックすると、一覧
表の左端の SEQ欄 の数字が連番にカウン トし直され、該当者数がわかる。 2人暮 らしで、介護者が
75歳以上の認定者についても同様に抽出する。

|ヽ摯|■ |ド|=い0
Al    l■ ■

側一疇一鼎

奏おキヨ鷲t

―平 2年度版 ―
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(3)原因別認定者数

要介護 (要支援)認定者がどういう原因で要介護状態になったかは、介護保険サービスの利用に大き
く影響するため、サービス基盤の整備や事業者選択の重要な基礎資料となる。

このため、計画策定にあたっては、主に認定者がどういう原因で要介護に至ったかを把握しておくこ

とも重要である。

生活支援ソフトでの操作方法は以下のとおり。

①生活支援ソフトの医ホ蘇■1設日で、表示したい基本情報 (属性など)、 回答 (問 1-Q21)を 指定す
る。

ス彙商〓一頓磁一琴一蒸

一一一
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②データが表示されたら、フ

2J、 問 1-Q2-1脳卒中
ィルターオプションで、

(脳出血・脳梗塞等)は

要介護区分は「要支援 1」 または「要支援
「○」を選択する。

輔丼Ⅲ撃|||∴鳳

―平 2年度版 ―
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③脳卒中が主な介護原因と回答 した対象者の 一覧が表示 され るので、メニューのFS●0振司 をクリック
して該当者数を確認する。同様に他の介護原因についても確認する。要介護区分で 「要介護Jを選択
すれば要介護者が原因別に抽出ができる。
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2 二次予防事業 (運動器該当者数 )

表示したい基本情報 (属性、要介護区分など)、 得点・評価 (二次予防 :運動器判

定など)を選択する。

装1事 |しIIti壇■|を|゛|■1衰ltl議 1事tl● |ス:=摯 |,■|:重tli■ |く雄 Itil(1計ヽ
=4=|ぎ
,

②データが表示されたら、要介護区分で「(空 白)」 (未認定者)、 二次予防 :運動器判定で「該当」を選

択する。
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③二次予防事業対象者の一覧表が表示されたら、メニユーの|ヽ■●振 司をクリックして該当者数及び該

当者 を確認する。
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④必要に応じ、メニューの1帳票‐

=月
で台帳を出力する。

由1警ヽヽ 1様 ■ヾ 101:策

“

崚

日常生活国域ニーズ調査

― 個 人 台 帳 ―

翌翼ヨ飛百ヨ習習轟鑽奎1攣肇響ヨ言ヨ:苺爵コき1鷲1議:轟

-124-




